「家族ゲーム」論-シネマリテラシーの試み by 前田 久徳
対象が映画であれ、文学作品であれ、表現世界の解読に対す
る基本は共通している。いささか粗雑な言い方だが、各場面の
意味を見抜き、場面と場面を関係付ける秩序を発見し、さらに
表現世界全体を貫く論理や構造を解明して、表現世界全体の意
味を読み解いていく作業は、対象が映像記号を表現媒体とする
映画であれ、一一一一口語記号を媒体とする文学作品であれ、基本的に
は何の変わりもない。
ということは、映像を読み解く訓練が活字の世界を読み解く
力となり、活字世界の解読能力がそのまま映像世界へも応用可
能であるということである。この観点から、文学作品の解読能
力を啓発・訓練・養成する手段として、シネマ・リテラシーの
養成はもっと注目されるべきだし、国語教育への本格的な応用
を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
１
．
は
じ
め
に
『家族ゲーム」論
ｌ
シ
ネ
マ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
試
み
Ｉ
もちろん、表現媒体に映像記号を使用する映画には、文学作
品とは異なる独自の文法がある。カメラワーク一つとっても、
アングルの問題、ショット（ロングショット、フルショット、
ミ
デ
ィ
ア
ム
シ
ョ
ッ
ト
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
等
）
の
問
題
が
あ
る
し
、
ミ
ザンセヌ（画面の構成配置）の面ではフレーム、ライティング、
色
調
な
ど
が
、
さ
ら
に
は
編
集
、
音
響
処
理
、
等
々
多
種
多
様
の
技
法
や
映像独自の文法がある。シネマ・リテラシーの修得にあたって
前
提
と
な
る
、
こ
の
よ
う
な
映
画
固
有
の
技
法
、
文
法
の
理
解
が
、
そ
れ
ま
で
自
明
の
こ
と
と
し
て
意
識
す
ら
し
な
か
っ
た
文
学
の
表
現
方
法
に
新
しい光りを投げかけたり、新たな視点を獲得する機会を与える
だろうし、同じことが逆に文学から映画の方向でも生じるだる
』っ。例えば、時間表現について、本稿で取り上げる「家族ゲーム」
前
田
久
徳
1８
から一例を挙げる。①家庭教師が校庭を横切灸②母親がテーブ
ルを前に座っている。③家庭教師が職員室の入り口に現れる。
この一一一つのバラバラの短いシーンに一連のつながりを与えるの
は、それぞれのシーンを貫いて流れる連続したチャイムの響き
である。この途切れることのない一続きのチャイムの音によっ
て、家庭教師が校庭を横切り職員室の入り口までやって来る、
ちょうどその時、沼田家では母親がテーブルを前に座っている
こ
と
が
表
さ
れ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
初
歩
的
且
っ
一
般
的
な
映
画
の
文
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
ん
な
さ
さ
や
か
な
例
一
つ
と
っ
て
も
、
文
学
作
品
と
の表現法の差異が歴然としており、これを対置することで、こ
れまで特に意識することもなくやり過ごしていた言語作品での
時間表現をあらためて考える契機を与えてくれるだろう。
さて、本稿では、森田芳光監督の「家族ゲーム』（１９８３
年ご弓ｅを取り上げ、対象が映画であっても、その表現世界
の解読方法は、文学作品に対する場合と基本的に同一であると
いう確認に焦点を置いて解読を試みる。いわば、映像で織られ
たテクストを〈読む〉試みである。
念のため、映画の簡単なあらすじを紹介しておく。
中学三年の沼田茂之〈宮川一朗太）は高校受験を控えており、
父の孝助（伊丹十三）、母の千賀子（由紀さおり）、兄の慎一
（辻田順二の家族全員がピリピリしている。茂之は問題児で、
今
ま
で
何
人
も
の
家
庭
教
師
に
つ
い
た
が
、
成
績
が
上
が
ら
な
い
。
そ
こ
へ、三流大学の七年生、吉本（松田優作）が新しく家庭教師と
して来ることになった。
吉
本
は
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
同
級
生
の
土
屋
た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
る
茂
之
の
た
め
に
喧
嘩
の
仕
方
ま
で
も
教
え
て
や
る
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
茂之の成績が徐々に上がり始め、ついに兄の通う西部高校の合
格
ラ
イ
ン
へ
達
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
し
、
い
つ
も
の
よ
う
に
絡
ん
で
く
る
土
屋
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
も
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
西
部
高
校
へ
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
の
に
、
茂
之
は
土
屋
と
同
じ
高
校
へ
行
き
た
く
な
い
と
下
位
ラ
ン
ク
の
神
宣
局
校
を志望校としてしまう。これを父親が認めず、母親に変更する
ように強く言い渡すが、母親が担任との面談を嫌って、結局吉
本
に
依
頼
す
る
。
や
む
な
く
吉
本
は
学
校
に
出
向
き
、
担
任
と
の
や
や
強
引な交渉の末、西部高校への変更を認めさせる。
茂
之
は
西
武
高
校
に
合
格
し
（
土
屋
は
西
部
高
を
失
敗
し
、
私
立
へ
行
く
こ
と
に
な
る
）
、
そ
の
合
格
祝
い
の
席
で
、
父
親
が
吉
本
に
今
度
は
最
近
ヤ
ル
気
を
失
く
し
て
い
る
慎
一
の
大
学
受
験
の
た
め
の
家
庭
教
師
に
な
って欲しいと話す。しかし、一流大学の受験生に三流大学の学
生が教えられるわけはないと吉本は断った。それに対して「城
南大はダメなんだなあ」と父親が発言する。この一連のやりと
り
あ
た
り
か
ら
、
パ
ー
テ
ィ
に
混
乱
の
気
配
が
立
ち
こ
め
、
や
が
て
ワ
ィ
1９
こ
の
映
画
は
沼
田
家
に
家
庭
教
師
が
や
っ
て
来
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り、その家庭教師が去って行くところで閉じる物語であるが、
その立ち去り際がなかなか派手で刺激的である。なごやかな雰
囲気で始まった茂之の合格パーティが、途中から険悪なムード
になって混乱が始まり、料理が飛び交い、ワインが撒き散らさ
れ、そのまま格闘シーンへなだれ込み、家庭教師が父親を手始
め
に
家
族
全
員
を
打
ち
の
め
し
、
最
後
は
テ
ー
ブ
ル
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
こ
の
家
か
ら
去
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
印
象
的
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス・シーンの意味を考えることから始める。
家庭教師吉本は何に怒り、なぜ大暴れするのか？
「城南大はだめなんだなあ」という父親の言葉が、彼のプラ
イ
ド
が
傷
つ
け
た
、
な
ど
と
い
う
表
面
的
な
話
で
な
い
こ
と
は
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
彼
の
怒
り
は
、
そ
れ
ま
で
何
一
つ
責
任
を
取
ら
ず
逃
げ
回
っ
て
い
た
父
親
が
、
息
子
が
無
事
に
高
校
に
合
格
し
、
事
態
が
一
段
落
着
い
た
と
き
、
あ
た
か
も
そ
れ
ま
で
一
切
の
責
任
を
引
き
受
け
て
頑
張
ンが撒き散らされ、料理が飛び交う大混乱となり、吉本が沼田
家の全員を打ちのめし、最後にはテーブルを持ち上げ、全ての
料理をひっくり返して、この家から立ち去ってしまう。
２．なぜ家庭教師吉本が大暴れするのか？
ってきたかのように振る舞い始めたことに対して爆発するので
ある。父親はそれまで子供について何一つ責任を持たず、それを回
避するばかりだった。「バット殺人が起こる」などと言って、
直接子供と向き合おうとしない。酔って帰宅し、家庭教師が茂
之を教えている部屋に顔を出して、「オッスー・」と軽く手を挙
げる無責任さを示すだけで、志望校の決定に関しても全てを母
親に押しつけてしまう。一方、父親から責任を押しつけられた
母親も、実は何もしない。志望校変更の一件も、結局は家庭教
師に押しつけ、自分は事態から逃げるだけだった。
つまり、子供の進学に対して、父親も母親も、責任を回避す
るばかりで、家庭教師が全てを引き受けたのである。初めて沼
田
家
へ
や
っ
て
来
た
と
き
、
家
庭
教
師
が
茂
之
の
頬
に
キ
ス
を
す
る
シ
ー
ンがある。驚いた茂之が「気持ち悪いですよ」と言うのに対し、
「俺だって気持ち悪いよ」と答える。この場面に限らず、映画
全
体
が
こ
の
種
の
ギ
ャ
グ
っ
ぽ
い
科
白
と
ノ
リ
の
良
さ
に
満
ち
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ー
ン
が
示
し
て
い
る
の
は
、
家
庭
教
師
吉
本
が
茂
之
を
今
引
き
受
け
る
〉
儀
式
的
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
家
庭
教
師
が
両
親
に
代
わ
っ
て
茂
之
を
引
き
受
け
、
彼
を
育
て
る
の
で
ある。茂之に勉強を教え、成績を上げていくのは言うに及ばず、
志
望
校
変
更
手
続
き
の
た
め
親
の
代
行
と
し
て
学
校
へ
出
向
く
し
、
挙
げ
2０
句
の
果
て
は
、
喧
嘩
の
方
法
ま
で
教
え
る
。
お
か
げ
で
、
茂
之
は
西
部
高
校
へ
合
格
で
き
た
し
、
吉
本
の
ビ
ン
タ
で
す
ぐ
に
鼻
血
を
出
し
て
い
た
彼
が
、
鼻
血
が
出
な
い
ま
で
に
成
長
す
る
し
、
土
屋
と
の
喧
嘩
に
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
。
茂
之
の
〈
成
長
〉
振
り
は
な
か
な
か
の
も
の
で
、
吉
本
と
の
格
闘
場
面
で
も
、
家
族
の
中
で
た
だ
一
人
、
最
後
ま
で
抵
抗
で
き
る
ま
でに〈成長〉している。
茂
之
を
引
き
受
け
、
文
字
ど
お
り
背
負
っ
て
歩
ん
だ
の
は
、
家
庭
教
師
の吉本である。だから、パーティー場面の直前へ家庭教師が茂
之
を
背
負
っ
て
横
断
歩
道
を
渡
る
シ
ョ
ッ
ト
を
挿
入
し
て
、
こ
の
こ
と
を
強調したのである。ことのついでに一一一一口えば、さらにこのショッ
トの直前には、吉本が茂之がいつも遊ぶジェットコースターの
模型に熱中し、一方茂之が吉本がいつも見入っている植物図鑑
を熱心に見入るショットが挿入されている。こうして、茂之と
家庭教師との間に成立したく交流〉を告げた上で、上記の家庭
教師が茂之を背負って横断歩道を渡るショットへつないでいる
のである。
ともあれ、茂之を高校合格の地点まで文字通り負んぶして歩
んだのは家庭教師吉本であった。ところが、茂之が無車入口格し
たとき、父親の態度が豹変する。いかにも今まで責任を持って
やって来たかのどとき態度を示し始め、
「お父さんは今まで茂之にかかりきりだったけど、今度は慎一、
お前をビシビシやるぞ」
「大体うちの子はもともと頭が良いんだ」
「城南大はダメなんだな」
等の言葉をぬけぬけと吐くのである。
こ
の
父
親
の
欺
職
的
態
度
に
対
し
て
、
家
庭
教
師
吉
本
の
怒
り
が
爆
発
する。これが、パーティが大混乱に陥っていく原因である。
ところで、この映画の食事シーンは極めて特徴的で、家族が
テーブルの片側へ横一列に並び、肩が触れ合いそうな窮屈な感
じで食事をする。しかも、このシーンが何回も繰り返される。
上で、父親が子供と一目接向き合わないことを指摘したが、こ
れは父親だけの問題ではなく、家族全員に言えることである。
この家族には基本的に会話がなく、みんなバラバラなのである。
長男の悩みを誰も理解しようとしないし、次男の喧嘩の原因を
母親は問おうとしない。家庭教師に向かって言う「出来る子が
苛められるのならいいけれど、出来ないのに苛められるのは分
からない」との母親の言葉には、どこか傍観者のような響きが
あり、子供の抱えている問題のなかへ入って、ともにそれを共
有しようとの姿勢がない。そんな母親には、コーヒーを一口飲
３
テ
ー
ブ
ル
２１
んだ茂之が「土屋の野郎、コーヒーに塩を入れやがつたな」と
言って吐き出すのを受けて、「いくらインスタントコーヒーで
も、吐き出されちゃかなわないわ」とあきれ果てることしかで
き
な
い
。
こ
と
の
あ
り
よ
う
は
、
土
屋
た
ち
と
の
喧
嘩
で
茂
之
が
ロ
の
中
を切っており、コーヒーがその傷に沁みたのであるが、母親に
はそんなことは思いも寄らないのである。さらに、「目玉焼き
チューチュー」のエピソードでは、何年図も一緒に暮らしながら、
妻は夫のことをよく知らず、夫婦に精神的なつながりのないこ
とを笑いに包んで風刺する。
こうした一家のあり方は、特に父親において際立っている。
彼は家族の誰とも真っ正面から向き合おうとせず、責任を持と
うとしない。たまに会話の必要があるときは、家庭の中でそれ
をせず、わざわざ駐車場に停めてある自動車の中で話をする。
そこが〈大きな声でゆっくり話せる場所〉（妻を自家用車に誘
う場面での父親の言葉）なのである。つまり、家庭の中に、心
お
き
な
く
会
話
の
で
き
る
く
つ
ろ
ぎ
の
場
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
帰
宅
し
た父親は家の中でもマフラーを取らないし（コートも脱がない
でテーブルに着いているシーンもある）、慎一はジャンパーを
着たままである異様さは、この脈絡に置けばその意味するとこ
ろ
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
茂
之
の
志望校を決定する父兄懇談の場面で、遥巡する母親に
向かって担任が言う「困りますねえ。皆さんで話し合ったんじ
ゃないんですか？」との一言が、全てを象徴している。この家
族には、〈皆さんで話し合〉える状況は存在しない。家族がそ
れぞれ自分の前のみを見て、お互いが視線を交わすことなく、
そ
の
く
せ
肩
が
ぶ
つ
か
り
そ
う
で
窮
屈
な
思
い
を
し
な
が
ら
、
た
だ
た
だ
横
一
列
に
並
ん
で
食
事
を
す
る
テ
ー
ブ
ル
は
、
家
族
同
士
が
お
互
い
の
顔
を
見
合
わ
せ
、
心
を
通
い
合
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
あ
り
よ
う
の
象
徴
で
あ
る
。
家
族
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
精
神
的
な
つながりが生じようがなく、表面だけを取り繕って日々を送っ
ている沼田家の形骸化した家族の状態を象徴するものがこのテ
ー
ブ
ル
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
の
象
徴
性
は
、
母
親
と
少
し
反
応
の
鈍
い
感
じ
の
同
じ
棟
に
住
む
奥
さ
ん
（
戸
川
純
）
と
の
会
話
場
面
で
、
差
異
化
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
た
。
寝
た
き
り
の
義
父
の
葬
式
の
こ
と
で
相
談
に
来
た
彼
女
は
、
「
こ
の
態
勢
が
苦
手
で
す
か
ら
」
と
沼
田
家独特の座わり方を拒否し、お互い向かい合う形に椅子を移動
するシーンが用意されていたはずである。
と
も
あ
れ
、
家
族
と
向
き
合
い
、
心
を
通
わ
せ
よ
う
と
し
な
い
の
は
、
父
親
の
み
に
限
ら
な
い
。
沼
田
家
の
全
員
が
、
お
互
い
精
神
的
な
つ
な
が
り
を
持
た
ず
、
表
面
だ
け
を
取
り
繕
っ
て
日
々
を
送
っ
て
お
り
、
且
つ
、
こ
の
形
骸
化
し
た
家
族
、
す
な
わ
ち
〈
家
族
ゲ
ー
ム
〉
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
沼
田
家
の
あ
り
よ
う
を
象
徴
す
る
も
の
が
テ
ー
ブ
ル
だ
と
す
れ
2２
ぱ、合格パーティの大混乱で、吉本が父親にとどまらず、沼田
家
全
員
を
打
ち
の
め
し
、
さ
ら
に
テ
ー
ブ
ル
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
立
ち
去
った理由は明らかとなる。彼は精神的つながりがなく、表面だ
けで〈家族ゲーム〉をしている沼田家の欺臘性を暴き立て、打
ち
の
め
し
て
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。
４．〈｛琢族ゲーム〉から〈人間ゲーム〉へ
精神的つながりのない形骸化した家族の中で、お互いが表面
だけの馴れ合いの〈家族ゲーム〉をしているのは、沼田家だけ
ではない。例えば、長男慎一のクラスメイトの家。慎一が同じ
クラスの女生徒の家を訪ねる場面で、彼女の両親は茶の間で他
愛ないテレビ番組に興じていて、娘を訪ねて来た男友達にあま
り興味を示さない。その茶の間を通って、彼女はエレベーター
（１）で慎一を自分の部屋へ案内する。現実にはあり得ない家屋
構造だが、もちろんエレベーターで表象しようとしているのは、
彼女の部屋が両親のいた茶の間から切れた空間であるというこ
とである。この家庭も両親と娘との間は、大きな距離で隔てら
れている。
沼田家が住んでいる団地の建物のショットが、ある時はロン
グ
シ
ョ
ッ
ト
で
、
あ
る
時
は
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
か
ら
ミ
デ
ィ
ア
ム
シ
ョ
ッ
ト
で
と
い
う
ふ
う
に
何
回
も
挿
入
さ
れ
る
。
同
じ
外
観
、
同
じ
広
さ
、
同
じ
間
取
り
の
家
庭
が
寄
り
集
ま
っ
て
出
来
た
建
物
。
そ
れ
が
語
る
の
は
、
沼
田
家
の
〈
家
族
ゲ
ー
ム
〉
は
、
こ
れ
ら
無
数
の
各
家
庭
で
も
正
確
に
反
復
出現して状況である。
さ
ら
に
、
そ
の
建
物
と
全
く
同
じ
建
物
が
何
棟
も
寄
り
集
ま
り
、
折
り
重
な
っ
た
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
団
地
の
シ
ョ
ッ
ト
。
希
薄
化
し
た
家
族
の
人
間
関
係
が
そ
の
ま
ま
相
似
形
を
な
し
て
、
団
地
間
の
人
間
関
係
に
転
移
、
拡
大
さ
れ
る
。
茂
之
の
母
親
に
相
談
に
来
た
奥
さ
ん
（
戸
川
純
）
の
言葉がそれを語っていた。
「奥さんに話しかけられたのがはじめて」
「この団地はみんなバラバラ」
「みんな自分のことしか考えていない」等々。
そ
し
て
、
団
地
の
向
こ
う
に
は
東
京
タ
ワ
ー
と
霞
ヶ
関
ビ
ル
を
含
ん
だ
東京の風景が拡がっている。家庭教師吉本が茂之に喧嘩のやり
方
を
教
え
る
屋
上
の
背
後
に
は
ま
さ
に
こ
の
都
会
の
風
景
が
拡
が
っ
て
い
たはずだし、慎一が訪ねたクラスメイトの部屋の窓の外に果て
し
な
く
拡
が
る
大
都
会
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
沼
田
家
は
特
定
の
一
家
庭
で
は
な
く
無
数
の
沼
田
家
を
含
む団地にまで拡大され、さらにそれが都会の一般的状況にまで
拡
が
っ
て
行
く
。
つ
ま
り
は
、
〈
家
族
ゲ
ー
ム
〉
が
砂
漠
の
よ
う
な
人
間
風
土
の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
〈
人
間
ゲ
ー
ム
〉
あ
る
い
は
〈
社
会
ゲ
ー
2３
ム〉にまで拡がっていくのである。
そして、その背後には八○年前後の日本経済がまだ元気だっ
た頃の経済優先主義的な社会状況が拡がっていることは、工場
地帯のロングショットが繰り返し挿入されるし、茂之と土屋の
喧
嘩
場
面
の
背
景
は
工
場
群
だ
し
、
家
庭
教
師
吉
本
が
港
の
倉
庫
群
や
工
場の建物を通って沼田家へやって来る場面が、さらには茂之も
土屋も同じ小学校から〈道路拡張工事〉に伴って引っ越してき
たという慎一の言葉が雄弁に語っている。
〈家族ゲーム〉、さらには〈人間ゲーム〉が社会の一般状況
で
あ
る
の
な
ら
、
家
庭
些
叔
帥
吉
本
は
、
ど
こ
か
他
の
世
界
か
ら
来
た
異
邦
人
、
も
し
く
は
エ
イ
リ
ア
ン
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
人
と
人
と
の
つ
ながりを一案直に信じているから。登場してすぐ「沼田クンチは
あれですか？」「沼田クンチはここですか？」と交通人やマン
シ
ョ
ン
の
住
人
に
聞
く
。
も
ち
ろ
ん
、
見
知
ら
ぬ
人
間
の
寄
り
集
ま
り
で
し
か
な
い
都
会
で
、
彼
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
人
が
い
る
は
ず
も
な
く
、
怪訂な顔で見返されたり、無視されるだけである。
こうした彼の異質性を、この映画は執勧に強調する。例えば、
飲
み
物
を
一
口
で
飲
ん
で
し
ま
う
シ
ー
ン
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
５．異邦人としての家庭教師
れが強調される。そして、何よりも先ず、彼は船に乗って海の
彼方からやって来る。しかも、その船名が「うらしま」（！）
な
の
だ
。
あ
る
い
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
を
歩
い
て
や
っ
て
来
る
シ
ー
ン
が
執
勧
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
彼
は
常
に
〈
外
部
〉
か
ら
沼
田
の
家
へ
〈やって来る〉のである。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。
茂
之
の
志
望
校
変
更
を
担
任
に
伝
え
る
の
を
頼
む
た
め
、
母
親
が
彼
に
電
話
を
か
け
る
場
面
で
の
彼
の部屋。恋人（阿木耀子）と彼との映像が出るが、音声は一切
消され、ただ水槽のゴポゴポいう音だけが鳴り響いており、そ
こに電話の呼び出し音が鳴り響く。ややあざとい演出だが、上
述
の
船
名
「
う
ら
し
ま
」
と
の
脈
絡
で
比
嶮
と
し
て
言
え
ば
、
そ
こ
は
〈
竜
宮
〉
と
も
い
う
べ
き
海
底
世
界
、
要
す
る
に
彼
の
場
所
は
こ
ち
ら
側
と
は
異
質
な
〈
向
こ
う
側
〉
、
異
空
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
の
演
出が見事に表出している。
結局、この映画は、形骸化した家族関係のなかで馴れ合いの
〈
家
族
ゲ
ー
ム
〉
を
続
け
る
家
庭
へ
一
人
の
異
邦
人
が
や
っ
て
来
て
、
そ
の
虚
偽
、
欺
職
を
暴
い
て
去
っ
て
い
く
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
痛
烈
な
風
刺
が
、
〈
家
族
ゲ
ー
ム
〉
的
状
況
に
覆
わ
れ
た
日
本
の
社
会
状
況
に
まで届いていることについては既に触れた。
６
．
胎
動
す
る
も
の
2４
家
庭
教
師
吉
本
に
、
そ
の
欺
職
性
を
暴
か
れ
た
沼
田
家
は
、
そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
。
家
庭
教
師
が
立
ち
去
っ
た
あ
と
、
一
家
で
黙
々
と
散
乱
し
た
料
理
や
壊
れ
た
食
器
の
後
片
付
け
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
、
少
な
く
て
も表面的には元の状態Ｅ戻ったかに見え、確かに最後は、茂之、
慎
一
の
二
人
が
眠
り
込
み
、
母
親
も
あ
の
象
徴
的
な
テ
ー
ブ
ル
に
顔
を
つ
けてまどろむ一見平和な日常シーンで終わる。しかし、これを
以
て
一
家
に
元
の
日
常
が
戻
っ
た
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
同
時
に
、
彼
ら
の
ま
ど
ろ
み
を
脅
か
す
よ
う
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の爆音が不気味に鳴り響いているからである。
このことを考えるために、茂之や慎一が、他者との関係をう
まく掴めないエピソードが語られていた時点まで、少し後戻り
をする。
例えば、茂之が教室で日直の女生徒と話す場面。彼女は茂之
がいつも土屋にいじめられることについて、表面だけで適当に
ヨィショしておけば良いと忠告し、自分にも嫌いな人がいると
その名前を言う。それを聞いて、茂之が、「知らなかった。外
から見ている限り、そんなふうに見えない」という意味のこと
を言う。あるいは、母親に生理のことを聞く場面。外から見て
いると、いつがそうなのか分からないと言いながら執勧に聞き
続ける茂之に、母親から軽い反撃パンチが繰り出されて、事態
は笑いのなかへ収束されてしまう仕掛けになっているが、要は、
他
人
の
内
面
が
見
え
な
い
た
め
に
、
他
者
と
の
関
係
を
築
け
な
い
エ
ピ
ソ
ードである。
同
様
の
事
情
が
、
長
男
慎
一
に
も
起
こ
っ
て
い
た
。
彼
が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
女
生
徒
の
家
へ
行
っ
た
と
き
、
別
の
男
友
達
が
来
て
お
り
、
持
っ
て
行ったプレゼントを渡せないまま帰るという場面。慎一もまた
他
者
と
の
関
係
を
う
ま
く
掴
め
ず
、
苦
し
ん
で
い
る
。
彼
の
場
合
、
こ
の
事
態
が
家
庭
内
で
も
生
じ
て
い
る
。
学
校
の
授
業
に
付
い
て
い
け
ず
、
そ
れを親に言えないで一人悶々として、家族のなかで慎一の心は
孤立している。
し
か
し
、
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
ず
家
族
の
中
で
孤
立
し
、
行
き
暮
れ
て
い
る
慎
一
が
、
自
ら
の
意
志
で
空
手
部
に
入
部
す
る
。
こ
の
こ
とを告げたシーンに続いて、最後のまどろみのシーンが来るの
である。慎一は自らの意志で動き始めている。自らの意志で自
分の世界を歩み始めようとしている。（茂之はせっかく西部高
校
へ
合
格
し
た
の
に
、
授
業
中
兄
が
そ
う
し
た
よ
う
に
彼
も
教
科
書
に
落
書きをするのに熱中し、授業に身が入らない。高校生になった
弟
は
兄
の
あ
と
を
忠
実
に
追
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
や
が
て
茂之も慎一同様に、自らの意志で己の世界を歩み始めるに違い
ないと想像する自由を我々は与えられていることになる。）
家
庭
教
師
が
滅
茶
苦
茶
に
し
た
テ
ー
ブ
ル
の
上
が
き
れ
い
に
な
り
、
荒
ら
さ
れ
た
部
屋
が
き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
て
、
ま
や
か
し
の
日
常
が
ま
た
2５
戻ったかに見えるが、慎一の自立への一歩を告げるシーンを受
けて（茂之の自立の一歩もこれに続いて起こるであろうという
想像も含めて）、明らかに何かが動き始めている。最後に不気
味に鳴り響くヘリコプターの音はその象徴であり、それがだん
だん大きくなるところで終わるのである。母親のまどろみは長
くは続かない。
この映画はユーモラスな科白や場面に満ちており、軽いノリ
と、軽快なテンポで展開していく。
例えば、科白では、「膵臓大丈夫？」／「親はみんなそう一一一一口
うんですよ」（茂之ができない子じゃないと一一一一口う母親に対して
の家庭教師の言葉）／「豊島園なら一番で入れますね」（茂之
が
徹
夜
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
本
を
読
ん
で
そ
の
構
造
を
暗
記
し
て
いたと言った母親に対して一一一一口った家庭教師の一一一一口葉）／「夕暮れ
を完全に把握しました」／「先生のように文部省推薦じゃない
ですから」／「卵焼きチューチュー」等々。これらの多くはク
レ
ジ
ッ
ト
が
映
さ
れ
る
最
後
の
場
面
で
、
ち
ょ
う
ど
セ
リ
フ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュバックとして、もう一度繰り返し流れてくる。
科
白
以
外
に
も
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
場
面
が
多
い
。
例
え
ば
、
帰
っ
て
来
７．地上宕○ョの世界
ない茂之を捕まえて本屋の前で吉本が茂之にかけるのが、プロ
レス技のコブラッイストであり、勉強を終えたあとマンション
の屋上で吉本が茂之に教える場面でも繰り返される。また、教
室での答案返却場面では、点数の悪い答案用紙は窓から校庭に
投げられ、拾いに行かされる、等々。
ま
た
、
こ
の
映
画
の
ス
タ
イ
ル
あ
る
い
は
話
型
は
、
〈
家
族
ゲ
ー
ム
〉
を続ける家庭へ一人の異邦人がやって来て、その虚偽、欺職を
暴いて去っていくという点で、ヒーローが現れ事件を解決して
去って行くという西部劇においては一般的な、邦画では黒澤明
の「用心棒」や「椿三十郎」にその典型が見られるスタイルを
踏まえ、明らかにそのパロディを意識している。
以上のように、笑える科白や場面がふんだんに盛り込まれ、
西
部
劇
の
パ
ロ
デ
ィ
を
意
図
し
た
ス
タ
イ
ル
も
含
め
て
、
こ
の
映
画
は
現
実
に
密
着
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
か
ら
遠
く
、
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
展
開される世界は、いわば地上弩呂あ世界である。
確
か
に
そ
れ
に
よ
っ
て
、
時
代
状
況
を
告
発
す
る
重
い
主
題
を
笑
い
の
ベールで包みながら、ノリの良さで描いて深
刻ぶった重
さから
逃
れ
得
て
い
る
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
も
発
揮
し
、
商
品
と
し
て
観
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
上
弩
０
日
の
世
界
と
し
て
描
く
方
法
は
、
単
に
重
く
な
り
が
ち
な
、
そ
し
て
場
合
に
よ
れ
ば
陰
湿
に
す
ら
な
り
か
ね
な
い
主
題
を
乾
2６
いた笑いのベールに包んで観客に提出するという商業上の問題
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
方
法
だ
か
ら
こ
そ
、
テ
ー
ブ
ル
の
片
側
に
横
一
列
に
並
ぶ
、
あ
の
食
事
の
シ
ー
ン
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ア
リ
ズ
ム
の方法ではこのシーンが撮れないのは言うまでもない。慎一が
訪ねるガールフレンドの家のエレベーターにしろ、家庭教師吉
本の部屋の場面では現実音が消され、水槽の音だけを響かせた
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
家
庭
教
師
が
茂
之
を
負
ん
ぶ
し
て
横
断
歩
道
を
渡
るシーンが挿入されたり、と本稿で見てきた特徴的な各場面が
映画のなかへ違和感なしにすんなりと取り込めたのは、まさに
この地上弩○ョの方法なのである。そして、取り込まれた各場
面は見てきたように豊かな意味や象徴性を与えられていたよう
に、そのようなシーンの集積であるこの映画の世界自体の記号
性を活性化し、全体を活性化された記号性が生み出す豊かな意
味に満たされた象徴の世界にまで変換する方法、これこそが地
上二目の方法の意味だったのである。
最後に、本稿で詳しく触れることのできなかった一一、三の事
柄を簡単に列挙しておく。
まず、音響効果について。
８．その他一一一一一のことがら
通常使用される効果音楽をはじめ、口○二・あるいは主題歌等
を
こ
の
映
画
は
一
切
排
除
し
て
い
る
。
母
親
と
慎
一
が
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
く
シ
ー
ン
で
は
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
回
転
す
る
レ
コ
ー
ド
を
画
面
一
杯
に
映
し
出
す
シ
ョ
ッ
ト
が
あ
る
に
もかかわらず、流れる音楽は消し去られ、この映画における音
楽の排除は徹底を極めている。
そして、通常効果音楽を使用する箇所では、代わりに現実音
を効果的に使用する。例えば、冒頭の食事場面から各自の咀噌
音
が
大
き
く
使
わ
れ
る
し
、
最
後
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
画
面一杯に鳴り響く。あるいは、吉本の部屋が映るシーンでは、
他の一切の音が消され、ただ水槽に空気を送るポンプのゴポゴ
ポいう音が鳴り響く。あるいはまた、駐車場の車の中での父親
と吉本との会話場面。茂之がクラスで順位が一人上がるごとに
一万円出すと一一一一口った父親に、「では、三十人上がれば、一一一十万
ですね」と吉本に念を押され、一瞬黙り込む。それと呼応して
入
る
カ
ー
ラ
ジ
オ
の
ノ
イ
ズ
が
父
親
の
一
瞬
動
揺
し
た
心
理
を
み
ご
と
に
表出する。消音操作とともに現実音が、この映画では極めて効
果的に使用されている。
第二点目。
〈家族ゲーム〉が社会状況にまで拡がっているなかで、茂之
や慎一がうまく他者との関係を作れないが、だからと一一一一口って、
2７
道行く人に沼田の家を訪ねる家庭教師吉本の場所が現実に可能
だと率直に信じるほど、この映画は楽天的でも単純でもない。
既に述べたとおり、彼は海を渡ってやって来、海を渡って去
っていくが、その乗っている船の名前が「うらしま」となって
い
た
。
家
庭
教
師
の
立
つ
地
点
は
、
も
は
や
失
わ
れ
た
過
去
、
あ
る
い
は
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
童
ご
と
の
認
識
を
こ
の
映
画
は
は
っ
き
り
語
っ
ている。また、べたべたの浪花節的な人間関係に可能性を見出
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
茂
之
と
土
谷
の
関
係
が
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
い
が
み
合
い
の
背
後
に
は
、
小
学
校
以
来
お
互
い
の
、
恥
の数々を含めて全てを知り尽くしている〈慎一が吉本に説明す
る一一一一口葉）という事情がある。喧嘩に負けたことを言わないでく
れと頼みに来た時の土屋と茂之との雰囲気は極めて親密な感じ
が
あ
り
、
日
頃
の
い
が
み
合
い
は
一
種
の
近
親
憎
悪
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
えた喋り方、等。
が」あり、
ている。
第三点、技法面として。
ワ
ン
シ
ー
ン
・
ワ
ン
カ
ッ
ト
に
よ
る
構
成
。
室
内
場
面
の
過
剰
な
ま
で
の
ミ
ザ
ン
セ
ヌ
ヘ
の
意
識
。
洗
練
さ
れ
た
科
白
の
や
り
と
り
と
感
情
を
抑
こ
れ
ら
の
語
り
残
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
を
見
て
再
考
（本学教員）
2８
